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1．　 ぱ じめ に

　大正 7 年の 暮れ に 大規模な官立 高等教育機関の 増設計画が発表さ れ た 。 「高等教育

機 関拡張計画」 と題 された こ の 計画は ， 大 正 8年度か ら 6 か 年の 継続事業に よ り29校

の 高等教育機関の 新設お よび 既設高等教育機関の 若干の 学部増設 ・定員増をお こ な う

こ とに よ り， 当時の 官立高等教育機関の 収容力を
一
挙 に 倍増する大計画 だ っ た

（1）
。 そ

し て
，

こ の 計画は 「高等教育の マ ス 段階へ の 接近の 第 1 の ス テ ッ プ」 として の大正期

の 高等教育拡大
（2）

の 主 要な部分を な したの で ある 。

　本稿は 明治後期 か ら大正 期に か けて の 高等教育拡大 ， と りわ け こ の 「高等教育機関

拡張計画」 成立の 政治的背景 ， 特に 高等教育拡張政策 と政党勢力 との関係に つ い て 明

らか に して い くもの で ある 。 本稿が こ うした 点に 注 目した の は ， 次 の理 由に よ る 。

　つ ま り， 従来の 高等教育拡大研究が ， 拡大 プ ロ セ ス の 政治的側面を無視 して きk か

らで あ る 。 多 くの 先行研究は ， 当時 の 高等教育拡大を マ ク ロ な社会経済的環覧の 変化

に よ っ て説明す るの みで あ っ た 。 最 も
一

般的な説明に よ れ ば
，

「第
一

次大戦時の 好況

が もた らした GNP の 急激な増加を基盤に ， 急テ ン ポ で 増大 した 進学要求の 圧力」
｛3）

あるい は 「高等教育段階まで 漸次高ま りをみ せ て きた r下か らの 』教育要求」 とい っ

た い わ ゆ る 「プ ッ シ ュ 」の 増大 とと もに ，
厂産業界か らの 経営人材か ら技術人材へ の

要求」 とい う 「プ ル 」 の 増大が こ の 時期の 高等教育拡大の 要因に な っ た とい うの で あ

る （4 ）
。 さ らに そ の背後に は ， 「教 育主義」 の 定着 ， 「教育熱」 の 浸透 ， 新中闘階級の 台

頭 ， ホ ワ イ トカ ラ ー層 の 拡大， さ らに そ れ ら の 変化に 応 じた教育構造の 変化 とい っ

た ， 「社 会の階層 ・職業 ・教育構造の相互 規定的な関係の根本的な 変 化」が 存在 し ，

そ れが大正期 の 高等教育拡大を もた らした ， と もされて きた
（5）

。 しか し なが ら， 以上

の よ うな社会経済的状況が い か に 具体的 な高等教育拡大に むすび つ い て い っ た の か と

い うそ の プ ロ セ ス に つ い て は ，
こ れ らの 研究は 扱 っ て こ なか っ た

（6）
。 あた か も ， 社会
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経済的変化が ， オ ー トマ チ ッ ク に 高等教育拡大を引 きお こ した か の よ うな印象を こ れ

らの 研究は 与 えて くれ る よ うに 思え る 。

　社会経済的状況 の 変化は そ の ま まダイ レ ク トに 高等教育拡大 をひ きお こ した わけで

は ない 。 そ こに は ， 様 々 な個人や グル ープの 持つ 価値 ・願望 ・利益 とい っ た 変数が 介

在 し て い た 。 した が っ て，高等教育 拡大の 全体像を明 らか に するた めに は，それを め

ぐる当時 の 社会経済的環境に つ い て とと もに ， そ こ に か か わ っ た 各政治主体の 価値や

利害の 問題に も目を 向けて い か な けれ ばな らない とわれ われ は 考え る 。

　 こ うした観点 に た っ た とき， 明治後期か ら大正期 とい う時期が持 っ た 次の よ うな性

格が重要に な っ て くる 。
つ ま り， こ の 時期は わ が国近代の 政治的発展 の 側面 か ら重要

な意味を持 っ て い た とい うこ とで ある 。 明治初期か ら中期に かけ て の時期は ， い わ ゆ

る 「藩閥官僚勢力」（明治国 家の 建設者 とそ の 後継者たち）が排他的に 統治をお こなお

うとし て い た 時期で あ っ た
〔7）

。 と こ ろが ， 日清戦争を境に し て ，「藩閥官僚勢力」 以

外の 政治 勢力 ， 特に 政党勢力の 比重増大の 傾向があ らわれ て くる。 日露戦争後に は ，

こ の 傾向は よ り促進 され ， か つ て 「政権か ら疎外」 され て い た 政党勢力は
，

こ の 時期

に は 「政治統合の 不可欠の 主体」 とな る
（S）

。 そ し て 大正期半ばの 原敬に よ る本格的政

党内閣の 成立 は
，

こ の 「政治体制の 政党化」 プ ロ セ ス の 完成に 他な らない の で ある 。

こ の よ うな 「政治体制の 政党化」 の 背後に あ っ た もの は なん で あ っ た の か 。 三 谷太一

郎 に よれば ， そ れ は次の よ うなひ とつ の 大 きな変化で あ っ た 。

　 「それ は 国家的価値に 対す る非国家的価値の 自立 化の 傾 向とい うこ とが で きる 。 政

　治の 分野で は 『国家理性』に 対 して マ イ ネ ッ ケ の い わ ゆ る 『混濁 した 国 民的必要』

　が 自己 主張を始 め る 。 そ れ は 『国家理 性』 に 対す る 『国民感情』 の 自立化 とい っ て

　 も よ い だ ろ う」
（9 ）

。

　政党勢力の 躍進は ， こ うした 「『国民感情』 の 自立 化」 を背後に 持 っ て い た 。 そ し

て
， 政党勢力の 政治的比重 の 増大 は政治過程 自体の 根本的変容を もた ら し た 。 r藩閥

官僚勢力」 が もっ ぱ ら 「国是」 に よ る政策 の正当化を は か っ た の に 対 して ，選挙に よ

っ て 国民 と直接的 に 結び つ い て い た政党勢力は ， 自らの 政 策の 正 当化 の た め に 「国是」

で は な くむ し ろ 「輿論」を動員 して い か ね ばな らなか っ た か らで ある
CIO）

。

　 こ の よ うな政治過程 自体 の 変化 とい うコ ン テ ク ス トの なか に 「高等教育機関拡張計

画」 を位置づ けて みれ ぽ ど うな るか とい うのが 本稿 の 問題意識で ある 。 そ して
， 政治

過程に お け る主 役 へ と成長 して い っ た政 党勢力が ， 高等教育拡大要求を 含ん だ「輿論」

を 政策決定の 場へ と媒介 した 主要 な エ ージ ェ ン トで あ っ た とい うこ とを われ われ は こ

れ か ら明 らか に して い きた い
。

　以下に お い て は ， 当時の 政党の なか で は 最 も勢力を持 っ て い た 立憲政友会に ス ポ ッ

トを 当て て い く。 政友会は 明治33年 の 創立以来 ， 以下に 述べ る 「積極政策」 を武 器 に

他政党に 抜 きん で て
， 着実に 政治機構の なか で 勢力を増 して い っ た 。 そ して

， 大正 7

年に はわ が国初の 本格的政党 内閣である原内閣を成 立 さ せ た 。 言 うまで もな く， 「高
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等教育機関拡張計画」 は ， こ の原 ＝ 政友会内閣期に た て られた の で あ る 。 した が っ

て
， 以下で は まず ， 明治30年代前半期の 官立高等教育機関増設問題 をみ る こ と に よ

り，「積極 政策」とは い か な る もの で あ り，それが 高等教育拡大に い か に 結び つ い て い

た か を明 らか に す る
。 そ して その 後 ， 第

一
次大戦期に 至 る ま で の 時 期に ， 「積極政策」

とし て の 官立高等教育機関増設が どの よ うな展開をみ せ た の か を簡単に ス ケ ッ チ し
，

最後に 「積極政策」が原内閣期の 「高等教育機関拡張計画」 の 成立 に い か な る意味を

持 っ た か を 明確に した い 。

2、　 明 治30年 代の 官立 高等 教育機関 増設 問題

　明治30年代前半期に 官立 高等教育機関増設 問題は ， それ まで に な い 規模で社会問題

化 ・政 治問題化 して い た 。 帝国議会で は 官立高等教育機関の さ らな る増設を求め た建

議案が 議員た ち の 手に よ っ て 次 々 と提出され て い た
（11）

。 あるい は 全国各地で 自らの

地 方へ の 高等教育機関設立 をめ ざ した ， 地方関 係者たち に よ る 運 動 が 発 生 し て い

た
（12 ）

。そ して ジ
ャ

ーナ リ ズ ム に お い て も高等教 育機関増設の 可否が盛 ん に 論 じられ て

い た
（13 ）

。 あ る ジ ャ
ーナ リ ズ ム が 幾分誇張 ぎみ に 述 べ て い る よ う に ， 「高等学校設立

熱」は 「今や最高度に 上騰 して
， 朝野倶に 混迷す」 とい う状態で あ っ た の で ある

（14）
。

　こ の よ うな高等教育機関設立 ブーム の 直接的 な発端に な っ た の は ，明 治31年 の暮れ

か ら翌 年 に か け て 文部省に よ っ て立 案され て い た 宮立高等教育機関増設計画で あ っ

た 。 当時
一

般に 「8 年計画」 と通称 され た こ の 計画 は ， 明治33年度か 8 か 年の 予定 で

高等教 育機関 10数校 の 設立 をめ ざ した もの で あ っ た
（15 ）

。 結局の とこ ろ こ の 計画は 財

政難等を理 由に 実施は 見送 られ た が ， い わ ば高等教育機関設立 ブ ー ム の 口 火を切 る役

割をは た した の で ある 。

　しか しな が ら，
ブー ム 発生の よ り根本的な背景は 次 の よ うな 事柄に あ っ た 。 まず第

1 に ， 「進学熱」 の 高 ま りに 伴 っ て 「入学 難」が広 く社会問題化 して い た こ とで ある
（16）

。

「進学 熱」 の高 ま り，
つ ま り高等教育機関 へ の 進学希望者 の 増加 は，明治 20年代後半

か らの 中等教 育拡大 に 伴 っ た もの で あ っ た 。 けれ ども ，
こ の 進学希望者 の 増加に 対応

で きるだ けの収容力を ， 高等教育機関， と りわ け志願者の 大部分が 進学を希望 して い

た官立高等教育機関は 持 っ
て い なか っ た 。 した が っ て

，
「入 学難」問題 と そ の 結果 と

し て生 じて い た 受験浪人閥題 とへ の 対応の 必要性が ， 多 くの 論者 に よ っ て主 張 され る

よ うに な っ て お り，
ジ ャ

ーナ リ ズ ム や帝国議会を舞台に ， 官立 高等教育機関の 増設が

政府に 対 し て 強 く求め られ て い た 。

　第 2 の 背景は ， 各地方関係者た ち （そ の 多 くは 地 方名望家 と呼 ばれ る人 々 で あ っ た ）

が 自ら の 地 方利益 の 実 現 に よ り熱心 とな っ た こ と ， さ らに こ の 地方か らの 要求を政党

勢力が 政策決 定の 場に 積極的に 媒介 し始 め た こ とで あ る
q7 ）

。 官立 高等教育機関の 設

立 は 地 方関係者に と っ て 主要 な地方利益 の ひ とつ とな っ て い た 。 地方関係者 た ちは
，

地方 出身子弟の 高等教育機会の 保障 ， 地 方産業 ・文化 の 発展 とい っ た こ と を 主 張 し
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て ， 官立 高等教育機 関の 設立 運 動を 全国各地 で お こ した
（18）

。 けれ ども， 多 くの場合

彼 らを実際に 動機づ けて い た の は ，地 方的威信 の シ ン ボ ル として の 官立 高等教育機関

の 魅力で あ っ た
（19 ）

。 した が っ て ， 地 方の 「面子」を か けた 激 し い 高等教育機関の 誘致

合戦が繰 り広 げ られ た の で あ る
（2Q）

。 けれ ども， そ こ に 政党勢力が介 入 して きた こ と

が ， 高等教育機関増設問題の 政治問題化を著し く促進す る こ とに な っ た。 こ の 点 に つ

い て は 重要なの で 詳 し く述 べ て お こ う。

　明治30年代前半期に
一

部 の 政党は 党勢維持 ・拡大の た め の 新た な戦略を採用 し始め

て い た 。 初 期議会に おい て ，他 の 政党 と同 じく， 「民力休養 地 租軽減」 を唱え， 反

政府的 ・非妥協的な態度を と っ て い た これ ら の 政党は ， 「統治機構内で の 現実的な妥

脇」 へ と戦略を転換 し
（21）

， 「体制 内で 勢力を漸次的に 拡 大す る とい う方針」 を と る よ

うに な る
（22）

。 そ し て
， その 妥協に よ り獲得した ポ ス トや 資源を 自らの 勢力の 維持 ・拡

大の た め に 用 い る よ うに な っ た 。 そ こ で
， そ れ らの 政党が と りわ け重 視 した の は

， 治

水 施設 ，鉄 道道路 ， 港湾施設 ， 教育機関等 の 整備を求め た
， 地方か らの 利益実現要求

で あ っ た 。 こ うし た 地方利益実現要求に 応え るた め に ， 膨脹財政主義を と り， 増税 ・

公債発行等に よ り財政 拡大 をは か り， 積極的に 国内に 財政資金を散布 してい くこ とに

よ り， こ れ らの 政 党 は地方に お い て の 支持基盤を形成 して い っ た の で ある 。

　 こ の よ うな戦略 を採用 し て い た の は ，自由党
一

憲政会
一

政友会 とい う政 党 の 系 列

（以下で は 政友系政党 と呼ぶ ）で あ り，
こ れ らの 政 党は こ の戦略を 自ら 「積極政策」

な い しは 「積極主義」 と呼び これ を党の 基本方針 と して い た 。 あ る政友会員が述べ て

い る よ うに ， 「一国 内外凡 百 の 文物を積極に ， しか も利益あ りと認め た る こ とは 総 て

実行する の で ， 治水や 鉄道 や港 湾や其他教育 で も殖産で も金融 で も， 何で も角で も多

数 の 希望す る事柄を実行する ， 財政の 許す限 り之を遣 っ て 往 く， 是れ が 積極主 義で あ

る」， とい うわ け で あ る
（23）

。

　 こ れ に 対する 非政友系政党 （こ こ で は 改進党
一

進歩党
一憲政本 党

一
立憲国民党

一
憲

政会の 系列を 意味す る）は
， む しろ従来 と同 じ く 「民力休養」 すなわ ち緊縮財政主義

を唱 え政 友系政党 と対立 す る 。
こ うし て 「積極政策」 の 政友系政党 と緊縮政策の 非政

友系政党 とに 政党勢力は お の お の 政策的に 特徴づ け られ る よ うに な る
（24）

。

　 こ こ か ら うか が え る よ うに ， 交 通通信施設や 治水施設な どの 整備要 求 と並 ん で ， こ

の 政友系政党の 「積極政策」 戦略 の 主 要な タ
ーゲ ッ トの ひ とつ とされ て い た の は ， 地

方か らの 高等教 育機関設立要求で あ っ た 。 政友系政 党が ， 明治30年代前半期に 地 方の

高等教 育機関設 立要求をす くい あげ始め た こ とは ， 例えば ， 政友系政党所属 の 衆議院

議員た ちに よ っ て 議会に 提 案された 建議案 の 件数 か ら うか が うこ とが で き る （表 1）。

こ れ ら高等教 育機 関 の 増設 を求 め た 建議案の 件数 は ， 議会の 会期 の 長 さや 当時 の 政治

情勢に よ っ て 左右 され る こ とに は 留意す る必要が ある 。 けれ ども ， 明治30年代前半期

か らこ の 種 の 建議案が数多 くあ らわ れ始め た こ と，
お よび 政友系政党所 属議員に よ る

建議案提出が め だ っ て 多い こ とが ， 表 1 か ら読 み とれ よ う。
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表 1　 帝国議 会に 提出され た官立 高等教育 機関設立 に 関する建議案件数 の 推移

　　　（第 1議会 〜 第41議会）

帝

国

議

会

12345678901234567890123456789　

　

　

　

　

　

　

　

　

11111111112222222222

会

期

明治23〜 24

　 　 　 24

　 　 　 25

　 　 25〜 26

　 　 　 26

　 　 　 27

　 　 　 27

　 　 27〜 28

　 　 28〜 29

　 　 29〜 30

　 　 　 30

　 　 　 31

　 　 31〜 32

　 　 32〜 33

　 　 33〜 34

　 　 34〜 35

　 　 　 35

　 　 　 36

　 　 　 36

　 　 　 37

　 　 37〜 38

　 　 38〜 39

　 　 39〜 40

　 　 40〜 41

　 　 41〜 42

　 　 42〜 43

　 　 43〜 44

　 　 44〜 45

大正 　　 1

件

数

0

正

010001200049210000124122540

設立 が求め られ て い る校種別

帝

国

大

学

1

1

−

｛
三

−

11

？側

1

高

等

学

校

14

1

1

帝

大

＋

高

校

11

専

門

学

校

12

2
つ
り

ー

121

234

宀

そ

の

他

1

提 出先別

貴

族

院

1

21

（

議
員
に

よ

る

も
の

政

友
系
政

党
所
属

う

ち

）

衆

　
　

議
　
　

院

1
　

　

1

1
　

　

1

11

25212821

1231125412412254
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大 正期 「高等教 育機関拡 張計画」 をめ ぐる政治過程

帝

国

議

会

012345678901333333333344

会

期

233333455678〜

〜

　

　

　

〜

　

〜

〜

12

　

　

　

　

　

　

4
　

　

6
冖

’

件

数

020000020000

設立が求め られ て い る 校種別

帝

国

大

学

高

等

学

校

1

帝

大

＋

高

校

専

弓尸

学

校

2

1

そ

の

他

提 出先別

貴

族

院

（

議
員
に

よ

る

も
の

政
友
系
政
党
所
属

う
ち

）

衆

　
　

議
　
　
院

2　（1）

2

（注） （1） 既設 校 の 拡張に 関す る建議案は含 まない 。

　　　  　政友系政党とは 自由党 （弥生倶楽部）， 憲政党 ， 政友会で ある 。

資料出所 ： 「帝国議会教育議事年表」，本山幸彦編著 『帝国議 会 と教 育政 策』 思文

　　　　　閣 出版 ， 1981年 ， 所 載 よ り作成 した 。

　同様の 傾 向は 政友系政党の 各地 方支部がお こ な っ た 地方支部 大会 の 「決議」に っ い

て もい え る 。 明治20年代まで の 地方支部 「決議」 の 内容は ，
「立憲政体 ノ 完成」 「政党

内閣 ノ実現」 とい っ た 抽象的な政治的要求な い しは ス ロ ーガ ン で あ り， しか もその 多

くは 党本部の 政策を その ま ま繰 り返 し た に す ぎなか っ た 。 と こ ろが 30年代 に は い る

と，
「決議」 は r積極政策」 路線の 採用 と全 くパ ラ レ ル に ， 様 々 な具体的 な地方利益

要求の 表 出の 場 とな る 。 そ こ で も， 鉄道 ， 道 路 港湾等の 整備要求 と並 ん で 高等教育

機関 の 地 方へ の 設立要求が大 きな比重を 占め て い た 。 こ うした 支部大会の 「決議」項

目の うち高等 教育機関設立 に 関す る もの の 件数の 推移 は表 2 の 通 りで ある 。

　もち ろ ん ， 建議案や地方支部 「決議」 とい っ た フ ォ
ー マ ル な要求表 出手段に の み 政

友系政党勢力 が関与 し て い たわ け で は な い
。 政党勢 力は イ ン フ ォ

ーマ ル な交渉 場面 に

お い て も重要 な役割を は た し た 。 特に 各地 方関係者た ち がお こ した 官立 高等教 育機関

設 立 運動に お い て は ， そ の 地 方選出の 政友系政党所 属議 員が 中心 に な っ て 活動 し て い

た の で ある
（25 ）

。
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表 2　 官立高等教育機関増設を求め た 政友系政党地方支部 レ ベ ル の

　　　 「決議」 の 件数 （明治 25年〜大 正 8年）

＼
（年） ＼
明治　25

　 　 　 26

　 　 　27

　 　 　28

　 　 　29

件

数

　 設立が求め られ
　 て い る校種 別
1−一一一 一 一一

国
学

帝
大

30131132i333435363738

000100185510019014

／

6030112183

1

高等
学校

−

ρ
02

（
jl

112

そ の 他

　　　　　Ii
　　　 39 旨1
　 　 　 40

　　　 41
．

　 　 　 42

　 　 　 43
1

医副
1　　　 2

：　　 3

　 　　 4　旨

4

19

臼

決議が なされ た 地方別

北海道

1

東北

15

1215

2

11101

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

21

1

16321

−

尸
0

関東 中部 1綴 躍

1

九 州

5678

2

41

1

1

141

1

4

4

1

1

2171

1

3

1

1

111

11

2

234

1
　

13

（注）　同
一一「決議」 中に 2 種類以上 の 高等教育機関の 設立 が 求 め られて い る場 合 は

　　そ れぞ れな 1 件 と し て 数えた 。

資料 出所 ： 『自由党党報』『憲政党党報 』『政友』 各号に よ る D
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大正期 「高等教育機関拡張計画」 を め ぐる政治過程

　以上 の よ うに ， 明治 30年代前半期に ，政友系政党の 「積極政策」路線の 一
環 として ，

地 方か らの 高等教育機関設 立要求の 吸収 ・集約 の チ ャ ン ネ ル が成立 し て い た 。 そ し

て ，政友系政党に よ っ て媒介 された ， こ の 地方利益要求が ， 政府 の 高等教育 拡張政策

に も影響を 与え始 め る の で ある 。

3，　 「積極政策」 へ の 障害

　 しか しなが ら，以上 の べ て きた よ うな 「積極政策」 として の 官立 高等教育機関の 増

設は 決 し て 容易に 実現された わけで は ない 。

一
般 に 「積極政 策」 が実施 され るに は 次

の よ うな条件が満た され て い る こ とが 必要 で あ っ た 。
つ ま り， 第 1 に ， 政友系政党が

政策決定に 十分な影響力をふ る うこ とが 可能なだ け の パ ワ ーを 持 っ て い る こ と， そ し

て 第 2 に ， 「積極政策」 に よ る財政資金の 各方面へ の 散布を可能に す るだ け の 十 分な

国家財政が確保 され て い るこ とで ある。

　 とこ ろ が ， 明治30年代前半期か ら第
一

次大戦勃発に 至 る まで ，
こ の 二 つ の 条件が満

た され て い た時期は ， 日露戦争後の
一

時期を 除けば ， ほ と ん ど存在 しなか っ た とい っ

て よ い 。 日露戦争前の 明治 30年代に おい て は
， 政党勢力は ， 政友系政党を 先頭に し

て ，そ の 政治的比重を次第に 高め つ つ あ っ た とは い え ， まだ十 分な パ ワ ーを持ち得て

い なか っ た 。 政 党勢力は い まだ r藩閥官僚勢力」 の 「操縦」の 対象で あ っ た の で ある 。

他方で ，来た る ぺ き対 ロ シ ア戦争に 備え て の 軍備費の 増大 の 結果と して ， 国家財政は

著 し く圧迫 され て い た 。 当時軍備費el　一般会計 の なか で 多い 場合に は 5 割以 上， 少な

くて も 3割 は 占め て い た の で あ る 。 した が っ て
，

「軍備費の 膨脹が他の 歳出を圧迫 し

て 行 く過程 で ， 事業の 順調 な進行は 阻害 され て い た 」 とい っ た 状 態で あ っ た
（26）

。 こ

の よ うな状態で は ， 政友系政党の 「積極 政策」 の 実施ばか りか，官僚勢力の イ ニ シ ア

テ ィ ブに よ る官立 高等教育機関の 増設 も困難 で あ っ た 。 先述の 「8 年計画」 の 挫折 は

そ の こ とを示 して い る 。 したが っ て
， 既に み た よ うな高等教育 機関設立 ブ ーム の 盛 り

上が りに もか か わ らず ， 実際に 設立 され た校数は か な り抑制された もの で あ っ た
（27）

。

　 日露戦争後に は若干 状況 が変化 して ぎた 。 戦争終了後に 短期間で は あっ た が 「戦後

景気」 と呼ぼれた 好況期がお とずれた 。 そ し て 政治的に は か な り安定 した政友会内閣

　（第 1次西 園寺内閣）が成 立 した 。 そ れ まで に も政党に勢 力基盤を置い た 内閣は い く

つ か 存在 し て い た が ，
い ずれ も短 命に 終わ っ て い た 。 しか し ， こ の 第 1 次西 園寺 内閣

は 2年以上 も存続 した ， 当時 と して は ， 長期政権 で あ り， そ の 後も 「桂園時代」 と呼

ぼ れ る 「藩閥官僚勢力」 と政友会勢力 とが 交互 に 政権 を担 当す る状態を もた らした 。

政党勢力 ， と りわ け政友会勢力は 政治統合の 不 可欠の 主体 へ と成長 して きて い た の で

あ る 。

　 こ うした 条件の なか で ， 日露戦争後の 政友会内閣期 に 「積極 政策」 が実施 さ れた 。

上記 の よ うな二 つ の 条件が 満た され て い た だけ で な く， 日露戦争期 まで 抑 え こ まれ て

い た ， 官立 高等教育機閧 の 地方へ の 設立を含 ん だ ， 諸事業 の 実現を求め た政友会支持
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者た ち の 要求も高ま っ て い たか らで あ る
  ）

。 さ らに ， 戦前期か ら社会問題化 し て い

た 「入学難」 問題が，戦後に お い て 戦前期に 財政難に よ っ て 校数増が進 まなか っ た こ

とや 中等教育の さ らな る拡大の た め に
， よ りエ ス カ レ ー トし ， 高等教育機関の 増設に よ

るそ の 解決が強 く望 まれ て い たか らで もあ る
 

。 した が っ て
，

「積極政策」の 一環 と

して ， 官立高等教育機関10校の 増設が 第 1 次西園寺＝ 政友会内閣期に 決定され た
〔3D）

。

高等教育機関の 設立 に 関 し て ま とま っ た 形で 「積極政策」 の 成果が現れた の は こ の と

きが最初で あ っ た とい っ て よい 。

　 し か しなが ら， こ うした状態は全 くの 一時的な現象に す ぎなか っ た 。 「戦後景気」は

わずか半年ばか りで 終わ りをつ げ ， 第一
次大戦勃発期 まで続 く長 い 不況時代に 突入 し

た 。 不況は ， 官立高等教育機関の 増設を 国家財政の 面か ら困難に した 。 しか し ， それ

だ け で な く高等教育機関卒業者 の 就職難問題を も発生 させ た 。 職に 就 くこ との で きな

い 卒業生 た ちは 「高等遊民」と呼ばれ ， 「高等遊民」 をい か に 処遇す るか が 盛ん に 論 じ

られ る よ うに な っ た
（31＞

。
「高等遊民」 が問題視された の は ， い わ ばそこ で 高等教育の

社会に対す る不適合 （irrelevance）が 問わ れて い た か らで ある と ともに ， 当時の 青年

層の 風紀問題 ・ 思想問題を背景に ，
「高等遊民」 の 「危険分子」 化が憂慮され て い た

か らで もあ っ た 。 ま さに 日露戦争後の 数年間は ， わ が国に お い て オ ーバ ー ・エ デ ュ ケ

ーシ ョ
ン 問題が顕在化 した最初の 時期 で あ っ た 。 そ して

，
こ うした輿論 の存在は ， 財

政難 と もあい ま っ て ， 高等教育の 拡大に とっ て大 きな障害 とな っ た の で ある 。

4．　 「高等教育機関拡張計画」 の 成立

　しか しなが ら，第
一

次大戦勃発後に 事態は 大 き く変化 した 。 周知の よ うに 第一次大

戦 は未 曽有 の 経済的活況を もた らした 。 国際収支は
一

挙に 好転し ， 「大戦景気」 に よ

る企 業利益 は 激増す る 。 こ れ らに 伴 っ て財政収入 の 規模は 大幅に 拡大 した 。

一般会計

の 歳入は 大正 4 年度か ら 7年度 まで の わ ず 3 か 年間で倍増 した 。 と りわ け 自然増収に

よ る増加は 著 し く， 実際の 収入は 財政当局に よ る見込み をは るか に 上 まわ る とい う状

態で あ っ た
（32）

o

　 こ うした 大幅な 国家財政 の余裕は ， 大規模な財源を必要 とす る 「積極政策」 の 実施

に と っ て の 環境を大 き く変化 させ た
（33）

。
つ ま り， ng−一一次 大戦期以前に お い て は 各勢

力は 限 られた 予算の 範囲内で資源の 配分を求め て 競合す る状態で あ っ た
。 そ こ で は と

りわ け地方利益要求に 応え る た め の 財源を求め る政友会勢力 と軍備拡張 を優先す る

「藩閥官僚勢力」 との 抗争が 中心 に な っ て い た 。 けれ ども， 政治力学的に は 「藩閥官

僚勢力」 の相対的有利 の もとで ， 財政支出は 軍備費に 大 き く傾斜 し ， そ の 他の 支出は

強 く抑制 され る の が一
般的傾向で あ っ た 。 した が っ て ， 高等教 育機 関の 増設な どに 対

して は ， 国家財政的に は か な り低い プラ イオ リテ ィ
ーしか 置か れ なか っ た の で ある 。

　 とこ ろが ， 第
一

次大戦期以降 は ， それ 以前 な らば対立 すべ き争点 は ， これ ま で に み

られ ぬ 程 の 財政 の 余裕に よ っ て 消滅 し ， 財政問題は 深刻な 争点 とは な らなか っ た 。 と
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い うの も， 政友会の 望む地 方利益要求に 応 え るた め の 諸事業 と， 「藩閥官僚勢力」 の

望む軍備拡張 との 両 者の 実現が 可能なだ け ， 国家財政は 余裕を持 っ て い た か ら で あ

る 。

　国家財政の 豊か さ とと もに 忘 れ て は な らない こ とは ， 政党勢力の 政治的比重の さ ら

な る増加で あ る 。 先に 指摘 した よ うに ， 日露戦争後に すで に 政党勢力は政治統合に 欠

か せ ぬ 要素 とな っ て い た 。 しか し ， 大正期に はい り，
こ の 傾向を さ らに 促進 させ 「政

党政治定着の 突破 口」 とな っ た の は ， い わ ゆ る 「大正 政変」（大正 2 年）で ある 。 「大正

政変」 以後 「民衆運動は 政治の 動向を決定す る主要因 の 一つ に な っ た 」 の で あ り， そ

の 民衆 の 支持を受けた 政党勢力は 政治主体と して の 正 当性を よ り高め た
（34）

。 政党勢

力の 政治的比重の 増大化傾向に は 若干の 揺れ戻 し （例え ぽ寺内 「非立憲」 内閣の 成 立）

も存在 したが，そ の 場合に お い て ももはや政党勢力の 協力な しに 政治運営は不 可能に

な る 。 こ うした なか で 初の 本格的政党 内閣で あ る原 ＝ 政友会内閣が 成立 し
， 政党勢力

は 政治過程 を 支配す る主 体へ と昇 りつ め る 。

　以上 の よ うな財政面 ・政治面で の変化に 加えて ， 高等教育拡大に 関 して は 次の 事柄

も重要 で ある 。 それは 高等教育の拡張を 求め た強い 輿論 の 存在で ある
 

。 既に みた

よ うに ， 明治 30年代前半期以来 ， 官立高等教育機関の 収容力不足は 深刻な問題に な っ

て い た 。 高等教育機関の 新設が すす まない に もか か わ らず，中等教育の 拡大 に 伴 っ て

高等教育 へ の 進学希望者は 増 える
一

方で あ っ たか らで あ る 。 「入学難」解決の た め に

官立高等教育機関増設を なす べ き で ある との 主 張は ， 第
一

次大戦に 伴 っ た 好景気に よ

っ て大い に 拍車が か け られた 。 国家財政に 余裕がで きただけで な く， 第一次大戦前の

就職難か ら一転して 雇用者側 の 「求人難」がい わ れ るほ どに 状況は 変化 して い た の で

ある
 

。 当時の ある 文部省当局者が 述 べ た よ うに ， 「（か つ て ） 遊 民 ト云 フ コ ト ヲ恐

レ タ時 代 ガ御座イ マ シ タ ガ ， 今 日 ハ 遊民 ヲ 恐 レ ル 声 ハ 変ジ テ
， 人 材 ノ 欠乏 ヲ 訴 フ ル 時

代 トナ ッ テ居 リ マ ス 」 とい っ た 状態で あ っ た
（37 ）

。

　こ うした強い 輿論の 存在は と りわ け政党勢力に と っ て 重 要で あ っ た 。 なぜ な ら， 既

に 指摘し た よ うに ， 「国是」に で は な く「輿論」に 自らの 正 当性の 根拠を置い て い た 政

党勢力に と っ て は ， 自らの 政策を正 当化す るため に は 「輿論」 の 存在が不 可欠 で あ っ

た か らで あ る 。 した が っ て ， 国民の 要求の 実現 で ある と して ， 政友会は 高等教育拡張

を強力に 押 し進め る こ とが可能に な る 。

　そ し て ， 政友会は 教育聞題 ， 特に そ の なか で も官立高等教育機関の 増設を党の 主 要

政策の ひ とつ と して 掲げ始め る 。 大正 4 ・5 年以降の 政友会総裁原敬が 各地 で お こ な

っ た 演 説 で は ， ほ とん ど例外 な く教育問題 ，それ も官立 高等教育機関の 収容力の 不 足

とそ れ へ の 対 処 の 必 要性 が 言及 され る よ うに な る
〔38）

。 あ る い は 党の 幹部た ち も同様

の 発言 を し始め る 。 例 えば，大 正 6 年の 総選挙を前に した 同年 2 月の 政友会茶話会に

お い て ， 中橋徳五 郎 （後 の原 内閣の 文部大臣）は演説をお こ ない ， 「積極主 義」 の 基本

方針の もとで 「選挙権 の 拡張」「農村 の繁栄策」「海運の 拡張充実」 と ともに 「高等教
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育の 普及」 を 「吾党の 旗幟」 と して 掲げ る べ きこ とを主 張 して い る
（39）

。 中橋 の 主張

と同時期に ， 秦豊助は 「政見の 大要」 と して 政友会が の っ とるべ ぎ10の 政策を列挙し

て い るが ， そ の なか で 教育に 関 した もの は 「市町村小学校教育費国庫補助の 制を設 く

るこ と」お よび 「高等教育機関を増設す るこ と」 で あ っ た
〔40）

。 義務教育費国庫補助

開題 も高等教育機関の 増設問題 も， と もに 教育問題で あ る以上 に 地 方問題 で あ り， 地

方関係者た ち の 利害 に密接に か か わ っ た 事柄で あ っ た こ とに は 注意すべ きで ある 。 こ

れ らの 政策は 地方利益要求に 応え て い く 「積極政策」 の なか に し っ か りと組み 込 まれ

て い たの で あ る 。

　そ して ， 政友会は 実際に 「積極政 策」 として の 高等教育機関の 増設に の りだ す 。 そ

れが始 ま っ た の は 大正 5年 9 月に 成立 し た 寺内内閣期か らで あ っ た 。 こ の 内閣は 「非

立 憲」 内閣と呼ばれ て い た よ うに ， 「藩閥官僚勢力」 の イ ニ シ ア テ ィ ブに よる内閣で

あ っ た 。 しか し ， 先述の よ うに こ の 時期に は い ずれ か の 政党勢力との 協力関係 な しに

は 政権を維持 し て い くこ とは 全 く不 可能に な っ て い た 。 寺 内内閣は そ の提携の 相手と

し て 政友会を選 び ， 政友会は 内閣 の 準与党化 した 。 した が っ て ， 政友会は 提携 の 見返

りとし て 「積極政策」 の 実現を 内閣に 対して 求め る こ とがで きる よ うに な り， 他方で

内閣側 も政友会の 意向を 政策の なか で 実現 して い か なければな らな くな っ た
（41）

。 こ

うして ， 寺内内閣期に 厂積極政策」 が実施 され て い っ た わけで あ るが ， その
一

環 と し

て か な りの 校数の 高等教育機関の増設 もお こ なわ れた の で ある
（42）

。

　 しか し，言 うまで もな く， 「積極政策」 の 威力が 十全に 発揮 され た の は ， 続 く原内

閣期で あ る 。 原 内閣は 空前の 規模で 「積極政策」 を遂行 して い っ た
（43 ）

。
こ こ で

， そ

の 全体像に つ い て述べ る余裕は ない の で 簡単に 触れ て お けぽ ， 原 内閣は 成立後に 「教

育 ， 交通 ， 産業 ， 国防充実」 の 4 点を掲げた い わ ゆ る 「4 大政綱」 と呼ばれ る内閣の

基 本方針を発表 し て い る 。 そ し て ， それに した が っ て ， 鉄道 ・道路拡張 ， 港湾修築，

軍備拡充等の 各種の大規模 な 事業計画が た て られ た 。 もち ろん
，

「高等教育機関拡張

計画」 もその 重要 なひ とつ で あ っ た 。 「4 大政綱」 の 筆頭に 教育問題が掲げ られ て い

る こ とか らうか がえ る よ うに
，

こ の 内閣は 教育を か な り重視 して い た
（44）

。 文部行政

担当者に は 政友会関係者を送 りこ み ， 政友会の 強力な イ ニ シ ア テ ィ ブに よ る教 育問題

の 解決が め ざされた
〔45）

。 「高等教育機関拡張計画」 は そ の 中心 的な政策 と して 打ち 出

され た の で ある 。

　 計画 は 内閣成立 か ら 3 か 月ほ ど後の 大正 7年 12月に 発表 され た 。 計画 の 詳細に つ い

て こ こ で ふ れる余裕は ない 。 た だ ， 注 目して お ぎた い こ とを一点 だけ述べ れ ば， こ の

計画が ， か な りの 程 度 ，
「輿論」 を意識 した 内容を持 っ て い た こ とで ある 。 例 えば，

少 な くとも計画書 に よれば，計 画 の 内容 は 基本的に は ，国家の ニ ーズ で は な く ， 「学生

志望 ノ 趨向！lを ベ ース に した もの で あ っ た 。
つ ま り具体的に は ，拡張 の 程度は 中学卒

業者 の 動向を もとに 算出 され ， 拡張す る 高等教 育機 関 の 種 類は 入学競争率 の 高低 に よ

っ て 決め られた
（46 ）

。 ある い は ， 計画 に よる高等教育機関の 増設に よ っ て 沖縄を除 く
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大正期 「高等教育機関拡張計画」をめ ぐる 政治過程

すべ て の 府県が最低 1校の 高等教育機関を持つ よ うに 配慮され てい た
（47）

。 そ して ，

原首相は議会で の 答弁の なか で
，

「国民 ノ好 ム 所 二 依 ッ テ 各法律ナ リ ， 経済 ナ リ ヲ修

メ テ 参 ル コ ト ガ 出来ル ヤ ウ ナ 途 ヲ 開キ マ ス ノ ガ
， 政府ノ 職分デ ア リ マ ス 」 と述べ

， 計

画が 「国民 ノ 希望」 に 基礎を置い た もの で あ る こ とを強調 した の で あ っ た
（48）

。 も っ

とも， こ れ らの うち の 多 くは単な る リ ヅ プ ・サ ー ビ ス で あ っ た の か もしれ ない 。 しか

し， 少な くと もこ うした 姿勢が示 された こ とは ， ま さし くこ の計画が ， 「輿論」に 正 当

性 の 基盤を置い て い た ， 政党政治の 産物で あ っ た こ とを象徴 して い る よ うに 思え る 。

　 事実 ，
こ の 計画 は 各 方面 か らの 強い 支持を 受けた 。 当時 こ の計画に 言及す る人は ，

ほ とん どの 場合 ，
「快挙」 な り 「英断」 な りの 賛辞を計画に 対 して 送 る の が普通 で あ

っ た
C49）

。 もっ とも， 計画に 批判的な人 々 がい なか っ た わけ で は な い
。 そ うした 人 々

の 中心 を な して い た の は ， 政 友会と政治的に 対立関係に あ っ た 「藩閥官僚勢力」 お よ

び非政友系政党勢力で あ っ た 。 計画へ の批判者た ち は計画の 内容や 実施方法に つ い て

の 様 々 な点を批判 した
（5°）

。 け れ ど もそ の 批判 の 底流に あ っ た の は ， 政権を と り， 「積

極政策」に よ りますますそ の 勢 力を拡大 して い こ うと して い る政友 会に 対す る ， 党派

的対抗心 で あ っ た とい っ て よい だ ろ う。 例 えば ， 野党第 1党 の 憲政会所属の あ る議員

が 述ぺ た ， 次の よ うな政友会批判は そ の 典型的な もの で ある 。

　　「彼 らは如何に も自分の 力に 依て ， 鉄道 も架か り， 学校 も建ち ， 港湾 も修築 され る

　 と云ふ が如 き嘘八 百 の事を列べ て ，

一
地方

一
小部落の 利害を餌に して

， 其投票を 集

　 め て 来た 議員に 過 ぎない の で ある」
（51）

　 けれ ども， 結局の とこ ろ ， 反政友会勢力を含め た 大多数の 人々 が計画の 支持に まわ

っ た 。 なぜ な らぽ ， 反政友会勢力で す らも計画に反対で ぎない ほ どに ， 高等教育機関

の 増設 の 必要性は 「輿論」 の 広 く認め る とこ ろ とな っ て い た か らで ある 。 した が っ て

政友会は こ の 「輿論」 を背景に し て 計画を成立させ る こ とが で きた
｛52）

。 そ して ， こ の

未曽有の 規模の 拡張計画が実施 され て い くこ とに な っ た 。

5，　 お わ りに

　本稿は 政友系政党の 「積極政策」 が い か に 「高等教育機関拡張計画」 の成立に 対 し

て意味を持 っ た かを 明 らかに して きた 。 大正期の 高等教育拡大が 第
一

次大戦に 伴 う急

激な経済成 長の 産物 で あ っ た こ とは 否定で きない
。 しか し ， 政治機構 内に お い て 次第

に 政治的比重を 増 し ， 政治過程を左右す る主体へ と成長 して きて い た 政党勢力 ，
よ り

具体的に は 政友会勢力の 利害が こ の 時期の 高等教育拡大の 背後に 存在し て い た こ とを

本稿は 強調 して きた 。 政友会は ，
「積極政策」 の 一環 と して ，

「輿論」が ， よ り直接的

に は 自党の 支持層で あ る地 方関係者た ちが 求め て い た官立高等教育機関 の 増設 を お こ

な うこ とに よ り， 自らの 支持基盤を維持 ・発展 させ よ うとした の で ある 。 そ して ， 第

一
次大戦が もた らした 未 曽有の 経済的好況は ， こ うした 「積極政策」 実施の 絶好の チ

ャ ン ス で あ っ た の で あ る 。
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（2） 天野郁夫 r高等教 育 の 日本的 構造 』玉 川大 学出版部 ，
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（4） r日本近代教育百年史』第 5巻 ，
1974年 ，
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（5） 天野郁夫 ， 前掲書，
141頁 。

  　明治大正 期の 高等教育拡張政策の 数少ない 研究 とし て
， 藤原良毅 r近代 目本高等

　教 育機関地域配置政策史研究』 明治図書 ， 1981年 ， が あ る 。

  　宮崎隆次 「戦前 日本の 政治発展 と連合政治」， 篠原 一
編 『連合政治』 1 ， 岩波書

　 店 ，
1984年 ，

203頁 。

  　三 谷太
一

郎 『大正 デ モ ク ラ シ ー
論』中央公論社，

1974年 ，
14頁 。

  　同上書 ， 7頁6
  　三 谷 太一郎 『日本政党政治の 形成』 東京大学 出版会 ， 1967年 ， 59〜60頁 。

（iD　後出 の 表 1 を参照 。

  　例 えぽ第 14議会 （明治 32年 1ユ月 〜 33年 2 月）に おい て，学校設 立 の 希望が 出て い

　 る地方に つ い て ， 政府委員が ， 「余程沢山 ゴ ザ イ マ ス
， 高等学校 デ申 シ マ ス ト

， 群

　馬 ， 香 川 ， 静岡 ， 愛知 ， 長野 ， 愛媛以下 10バ カ リデ ゴ ザ イ マ ス ， 其他商業学校 ， 工

　業学校 ， 沢山 ア リマ ス 」 と述べ て い る （本山幸彦編著 『帝国議会 と教育政策』思 文

　閣出版 ，
1981年 ，

312頁 よ り引用）。

  　
一

例 として ， 「学校増設に 関す る世論の 概観」『教育時論』 明治 32年 6 月 25日 ，
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例 と し て

，
「四 国高等学校設置 ノ 建議案」 （林喬外 20 名提 出）r衆議院議事速記

　 録』 （第 13議会） 明治 32年 3 月 4 目。
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鱒　井上 角五 郎 「吾党 の責任」 『政友』 134号 ， 明治44年 9 月 （有泉貞雄 「日本近 代政

　治史に お ける地方と中央」『日本史研究』 271
，

1985年 3 月 ，
140頁 よ り引用）。

鱒　以上 の 「積極政策」に つ い て の 記述は ， 有泉貞雄 ， 前掲論文 （注  ，   ）， 同 『明

　治政治 史 の 基 礎過程 』吉川弘文 館，1980年，同 『星亨 』朝 日新 聞社， 1983年 ，
テ ッ

　ナ ・ナ ジ タ
， 前掲書 ， を 参考に した 。

  　例 えば ， 注  の 文献を 参照。

鱒　中里裕 司 「積極 主 義を め ぐる政友 会 と藩閥」 『歴 史学 研究』 418号 ，
1975年 ，

28頁 。

  　「8年計 画」立 案後の 明治32年か ら 日露戦争期の 明治 38年 まで に 新設 が 決定 した
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大正期 「高等教育機関拡張計画」 をめ ぐる政治過程

　高等教育機関は 8校 （高等学校 2 校 ， 高等師範学校 1校 ， 実業専門学校 5 校）で あ

　 っ た 。

囀　表 2 を参照 Q

  　例 えぽ ，
「学校増設 と経済」 『教育時論』明治39年 7 月 5 日 ，

45頁 。 そ こ で は 「昨

　今は 実に こ の 各種高等の 学校に お け る入 学試験期に して ， 残酷な る運命 の 手 は ， 幾

　千の 青年の 息の 根を 止め ん と しつ つ あ り」 と述べ ら れ ，
「兎に 角高等教育機関の 拡

　張は 焦眉の 急務な り」 と主張 されて い る 。

  　こ の 時 の 高等教育機関増設に 古河家の 「献納金 」が大 きな役割をはた した こ とは

　 よ く知 られ て い る 。 しか し ，
こ の 「献納金」 実現を画策 した 原敬が古河の 「番頭」

　で あ っ た だ けで な く， 政友会の 指導老 として 「積極政策」 の リーダー シ
ッ

プを と っ

　て い た 人物で あ っ た こ とに も注 目す べ きで ある （テ ッ オ ・ナ ジ タ ， 前掲書を参照）。

鋤　当時の 「高等遊民」論を整 理 した もの の 一例 と して
，

「教学界」 『早稲 田文学』 明

　治44年 12月，56〜 63頁を参照 。

働　中村隆英 『明治大正期の 経済』東京大学 出版 会，1985年 ，
116〜 122頁 。

  　 こ の 点に つ い て は ， 季武嘉也 「第 1次世界大戦期の 諸政党 の 動 向」r年報近代 日

　本研究』 6 ，1984年，1〜 28頁を 参照 。

  　高橋進 ・宮崎隆次 「政党 政 治の 定着 と崩壊」， 板 野 ・ 宮地編 r日本近 代史 に お け

　 る転換期 の 研 究』 山 川出版社 ， 1985年 ， 229頁 。

  　例えば ， 「高等学校入学試験不合格者問題」 と題 された 『中央公論』 大正 6年 8

　月 ，
76〜 87頁 の 特集記事 を参照 。

鱒　そ の
一

端が うか が え る も の と し て ， 五 十峰生 「攻防角逐実業界の 人材争奪戦」

　 『実業之 日本』大正 7年 1 月 ，
91〜 100頁。

匈　寺 内内閣期の 文部大臣岡田 良平の 議会で の 答弁 （r予算委員会議録』 （第40議会 ，

　衆議院），大 正 7 年 1 月28日）。

働　政友会機関誌 『政友』 お よ び 『原敬全集』（同全集刊行会編 ，
1929年）に所載 の

　 もの に よ る。

  中橋徳五 郎 「吾党の 旗幟」『政友』大正 6 年 4 月 ， 1 〜 5頁 。

  　秦豊助 「政見の 大要」『政友』 大正 6 年 3 月 ， 1 〜 4 頁 。

  　高等教育機関増設に 関 して も， 政友会総裁 の原が寺 内首相に 対 して その 実現を求

　め て い た こ とは ， 原の 日記か らうか が え る。 例えぽ ， 原奎一郎編 『原敬 日記』 福村

　出版 ，1965年 ， 大 正 6年 9 月 29日お よび大正 7 年 2 月 8 日を参照 。

  　寺 内内閣期に は 15校の 増設が な され た 。

  　原 内閣期 の 政策全 般に つ い て は ， 成 沢光 「原 内閣 と第 1次大 戦後の 国内状況」

　 r法学志林』 66巻 2 〜 3号 ， 1969年が詳 しい 。

  　原 内閣の 教育政策全般に つ い て は ， 伊藤和男 「原 ＝ 政友会内閣の 教 育政策」　『京

　都大学教育学部紀要』26号 ， 1980年を参照。

  　文部大 臣 に は 党幹部の 中橋徳五 郎が ， 文部次官に は 官僚 出身で は あ るが 政友会色

　の 強い 南弘 が就任 した 。 南に つ い て は
， 南弘 先生顕彰会 『南弘 先生』 1979年を参

　照 。

  　注（1）の 文献お よび 「拡張計画 二 於 ケ ル 学校種別 ノ 標準」 r明治以降教育制度発達

　史』 第 5 巻 ， 1938年 ， 1126〜 1131頁 。

  　計画発表時の 中橋文相の 談話 （r東京朝 日新聞』 大正 7 年 12月26日）。

囀　丁予算委員会議録』 （第41議会 ， 衆議院）， 大正 8年 2 月 14 目。

  　一例 と して
，

「高等教 育機関の 拡張」 r目本及 日本入』大正 8 年 1 月 ， 5 〜 6 頁 。
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6  議 会や ジ ャ
ーナ リズ ム にお い て論 じ られて い た主な論点の みを挙げてみ れ ば， 

　普通教育の 軽視 ，   私学へ の 影響 ，   「高等遊民」発生の 問題，   財源問 題   設

　立 位置 の 問題 ，   教 員養成の 問題   拡張す る高等教育機関の 種類 の 閙題 ， な どで

　 あ っ た 。

  武富時敬 「白紙主 義の 政党」『憲政』大正 8 年 8 月 ， 22頁 。

劒 　例えば ， 計画に つ い て の 審議がお こ な われ た第41議会（大正 7 年12月〜 8 年 3 月）

　で は
， 政友会勢力 と反政友会勢力との 間で 計画を め ぐっ てか な り激 し い や りと りが

　み られ た 。 けれ ども， 最終的に は 衆議院で は 全会
一致で ， 貴族院で も大多数の 賛成

　 に よ り計画 は 成立 した 。
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